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はじめに（本戦略について） 

伊勢神宮と熊野三山を結ぶ参詣道で世界遺産登録された熊野古道伊勢路には、伊勢で祈りを

捧げた旅人が峠を越えて熊野へ向かうよみがえりを願う巡礼の文化が、千年をこえて今も受け

継がれています。大紀町は、伊勢と熊野という二つの聖地を結ぶ要の地に位置しており、町内

には、伊勢神宮の別宮であり遥宮（とおのみや）と呼ばれる瀧原宮が鎮座し、熊野古道伊勢路

のツヅラト峠・荷坂峠は、旅人が初めて熊野灘を望む紀伊の国への入口として古くから知られ

てきました。また、海・山・川の三つの文化圏が育んできた食と暮らしは、今も農林漁業体験

民宿をはじめとする地域の営みの中に息づいています。当町の観光の価値は、こうした著名な

資源そのものだけでなく、それらを育んできた土地と暮らしそのものに存在します。 

一方で、大紀町は三重県内でも過疎化・少子高齢化が進展しており、基幹産業である農林水

産業の担い手の減少が続いています。また、紀勢自動車道の延伸により広域からのアクセスは

向上したものの、その結果として、町が目的地ではなく通過点となる傾向が強まっています。

こうした状況において地域の価値ある資源を次の世代へ引き継いでいくためには、観光を単な

る誘客や消費の手段ではなく、農林水産業や商工業と連携しながら地域経済全体を潤し、地域

の資源と暮らしを保全し、その恵みを将来にわたって循環させる仕組みとして育てていくこと

が不可欠です。 

 

◆ 観光を取り巻く環境と本ビジョンの位置づけ 

観光を取り巻く環境は世界規模で大きく変化しています。これまでの「訪問者数の最大化」

を追う量的観光から、「一人ひとりの滞在の価値」と「地域住民の暮らしの質（QOL）」を同

時に高める持続可能な質的観光へと、世界的な転換が急速に進んでいます。国連観光機関（UN 
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Tourism）は、観光を農山漁村の発展と人口減少への対応の力として位置づけ、文化や食、景

観、暮らしの知恵を守り伝える魅力的な村を「ベスト・ツーリズム・ビレッジ」としてグロー

バルに認定する取組を推進しています。このように農山漁村におけるサステナブルな観光は、

今や世界の観光政策の中心的なテーマの一つとなっています。 

一般社団法人大紀町観光協会は、今日まで日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D*1）

に基づく観光地マネジメントに取り組むとともに、農林水産省が食文化で特に注力している

「SAVOR JAPAN*2（食文化海外発信地域）」に三重県内で唯一認定されるなど、豊かな食と

暮らしを核とした持続可能な観光地域づくりのための堅固な基盤を築いてまいりました。 

本ビジョンでは、これらの先進的な取組をさらに一歩進めるために、持続可能な観光の国際

基準「GSTC*3 Destination Standard」および観光庁の「日本版持続可能な観光ガイドライン

（JSTS-D）」の管理評価指標を踏まえた体系的な計画として策定しています。このことにより

地域住民、観光事業者、行政といった地域の全ての多様な関係者が共有のビジョンをしっかり

と持ち、住民意識や旅行者満足度に加え、次世代を見据えた持続可能な観光地域づくりの確実

な実現を目指します。 

 

*1 JSTS-D：Japan Sustainable Tourism Standard for Destinations 

*2 GSTC：Global Sustainable Tourism Council 

*3 SAVOR JAPAN：地域の食と、それを生み出す農林水産業を核として訪日外国人を中心とした観光客の誘致を図る地域での取

組を農林水産省が認定する制度。 
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第１章 戦略策定の背景と大紀町の現状・課題 

1-1 大紀町を取り巻く現状 

大紀町は、三重県内においても過疎化・少子高齢化が進行する人口約 6,800 人の町であり、

地域内消費の低迷、労働力不足、後継者難により、特に小規模事業者にとって事業継続が困難

な状況にあります。基幹産業である農業・林業・漁業・畜産業でも、従事者の高齢化や担い手

不足による廃業が増加傾向にあり、6 次産業化・ブランド化の取組は進むものの十分な成果に

は至っていません。観光面では、紀勢自動車道の延伸により広域的なアクセスが向上した一

方、大紀町が目的地ではなく通過点となる傾向が強まり、国道沿いの飲食店や観光施設には廃

業に至る例も見受けられます。こうした現状を踏まえ、当協会では以下の方針に基づき観光地

域づくりに取り組みます。 

 

1-2 大紀町における課題を踏まえた取組方針 

大紀町の観光地経営において、克服すべき課題は大きく４つの領域に大別されます。 

⚫ 通過型から滞在型への転換 

大規模施設に依存せず、農林漁業体験民宿を核とした小規模・高品質型観光を軸に、

連泊型の高付加価値商品の造成・販売を進め、通過点となりつつある来訪を、宿泊を伴

う滞在へと転換します。あわせて、来訪が集中する時期に依存せず、閑散期に向けた体

験商品の投入により旅行需要の平準化を図ります。 

⚫ 観光と第一次産業の接続の強化 

地域の農林水産物やその加工品を観光商品・体験と結びつけ、大紀ブランド認定品の

販路拡大やふるさと納税との連携を進めることで、第一次産業に観光を通じた新たな付

加価値と販路を生み出し、地域経済全体への波及を高めます。 
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⚫ 認知度の向上と情報発信の強化 

町名の認知度が低い一方で、瀧原宮や熊野古道伊勢路といった個別の資源には一定の

認知があることを踏まえ、これらを入口として大紀町全体のブランドへと束ねる情報発

信を行うとともに、松阪牛の肥育をはじめとする産業や文化の背景を伝えることで、地

域への理解と共感を深めます。 

⚫ 担い手の育成と受入基盤の整備 

案内人・通訳ガイドの養成、農林漁業体験民宿等の新規開業者の支援、食の多様性へ

の対応や二次交通の確保など、小規模事業者を支える受入環境を整えます。 

 

なお、2026 年からは、2033 年の第 63 回伊勢神宮式年遷宮に向けた諸行事が本格化し、国

内外から大きな注目が集まることが期待できることから、当協会では、この歴史的・文化的な

節目を観光誘客の好機と捉え、伊勢神宮の

別宮であり遥宮（とおのみや）の瀧原宮や

世界遺産熊野古道伊勢路のツヅラト峠・荷

阪峠を有する強みを活かした誘客と、上記

の４つの取組を一体的に推進し、大紀町に

おいて持続可能な観光地域づくりの取組が

推進するように取り組みます。 
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第 2 章 計画の基本事項と上位計画等との整合  

２-1 名称 

大紀町観光振興ビジョン 

２-2 計画期間 

本ビジョンの計画期間は、令和 7 年度から令和 9 年度（2025 年度〜2027 年度）までの 3

年間と定めます。 

２-３ 他計画との関連性 

本ビジョンは、大紀町が策定する最上位計画である「第 3 次大紀町総合計画」および「第一

次大紀町観光振興計画」との密接な整合を図りつつ、将来にわたり持続可能な観光の推進体制

を構築するために、当協会の活動における基本方針を示すものです。 

第 3 次大紀町総合計画においては、住民・地域・事業者・各種団体・行政などがまちへの愛

着・誇り（シビックプライド）を胸に協働のまちづくりを推進し、本町の「心ゆたかな暮らし

（Well-being）」の実現を目標として掲げています。また、同計画は観光分野における重要課

題として、大紀町観光協会の役割を明確化し、観光資源を有効活用するための計画策定を明確

に挙げるとともに、農山漁村の振興を観光振興と強固に一体化するものとして位置づけていま

す。本ビジョンは、総合計画のこうした要請に応え、観光実務の実行主体である当協会が「何

を、誰に、どのように届け、その成果をどのように測定し、地域へ確実に還元するか」を詳細

に定めるための実践指針です。 
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第３章 観光ビジョンのコンセプトと目指すべき姿 

コンセプト 

伊勢と熊野三山をつなぐ町、大紀 － 巡礼と食の旅 － 

〜 祈りの道を歩き、土地の食と暮らしに触れて、よみがえる 〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

01  祈りの道を歩く (熊野古道伊勢路・瀧原宮) 

伊勢から熊野三山へと歩みを進める千年の巡礼文化。静寂に包まれた瀧原宮や熊

野古道伊勢路の石畳を歩き、内省と癒しの時間を体感。 

02  土地の食と暮らしに触れる (地食の恵み) 

特産松阪牛、大内山牛乳、清流の鮎、熊野灘の幸。海・山・川の恵み、豊かな一

次産業の営みや農林漁業体験民宿での素朴な暮らしを能動的に体験。 

03  心身がよみがえる (再生と地域循環) 

本物の自然、暮らしの知恵、実直に生きる人々との深い対話を通じて、心身が健

やかによみがえる（再生型リトリート）を実感。 
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3-1 ビジョン（目指す姿） 

〜 自然、食・文化が循環する持続可能な観光地へ 〜 

大紀町が有する自然、景観、歴史、食、文化、農林漁業等の極めて豊かな観光資源を保全す

るとともに、行政、住民、事業者、関係機関のシームレスな連携を徹底し、大紀町の各種まち

づくり計画と整合した独自戦略や革新的プロジェクトを構築・実践することで、観光を通じた

新たな付加価値を創造します。これら取組を通じて「巡礼と食の旅人が日常的に行き交い、そ

の観光の恵みが地域の自然と住民の暮らしへ持続的に還る美しい町」の実現を目指します。 

 

目指すべき姿 ビジョン（詳細と目指す方向性） 

【暮らす人の姿】 

愛着とシビックプライド 

大紀町の多様な魅力をさらに深く磨き上げるとともに、ここに「暮

らす人」が自らの土地に深い愛着を持ち、シビックプライド（誇り）

につながる持続的な地域づくりを目指します。 

【訪れる人の姿】 

満足度の最大化と再訪 

大紀町を「訪れる人」の満足度と快適性を最大化するための滞在環

境整備を推進するとともに、何度も再訪したくなり、心から楽しめる

持続可能な観光地としての地位を確立します。 

【地域循環の姿】 

多層的連携と Well-being 

観光産業を農林水産業や地元商工業を多層的に連携させ、観光によ

る果実が地域の生産者、事業者、一般住民、そして自然環境そのもの

へと広く還元される、持続可能な経済循環システムを構築します。こ

れにより、大紀町総合計画が目指す住民の「心ゆたかな暮らし

（Well-being）」の実現に大きく貢献します。 
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3-2 観光地域づくり法人（DMO）としての使命 

大紀町観光協会は、大紀町における自然・食・文化を再定義し、高付加価値化することで、

その恵みを未来へ循環させる持続可能な観光地域づくりを推進する中核組織となることを使命

とします。 

（協会のミッション） 

大紀町には大規模なホテル等の宿泊施設は存在していない状況です。しかし当協会は、こ

れを制約ではなく地域の個性と捉え、豊かな自然環境を活かした小規模な宿泊施設を核とす

る農泊を推進してきました。現在、町内には農林漁業体験民宿をはじめ、民宿、住宅宿泊事

業、キャンプ場の受入体制が整い、地域ならではの生活文化や農林漁業体験、地元食材を活

かした食、家庭的な交流を提供しています。 

大量送客に依存せず、一人ひとりの滞在価値を高める小規模・高品質型観光は、宿泊、体

験、食の消費が直接地域の事業者や住民に還元される構造を備えており、当協会は、地域事

業者との連携強化と語り部・ガイド等の人材育成、観光データに基づく戦略的マネジメント

を通じてこの構造を強化し、環境負荷の低減と地域経済の活性化を両立させながら、大紀町

のブランド力強化と認知度拡大を図ります。また、JSTS-D（日本版持続可能な観光ガイドラ

イン）に沿った持続可能な地域運営による環境負荷低減と地域経済活性化を両立します 。 

 

3-3 大紀町観光協会の推進・ガバナンス体制 

観光地を適切に経営するため、大紀町観光協会（職員 5 名、うち常勤 3 名、正職員 3 名、平均在

籍 3 年）は、経営の専門性と意思決定のスピードを担保したガバナンス体制を確立します。 

①  プロフェッショナル責任者（三役）による分掌 

代表者（会長・地域活性化協議会代表理事を兼任） 

・組織全体の総括、農林漁業体験民宿の拡充、インバウンド誘客体制整備を主導 
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業務執行責任者（COO・事務局長） 

・メディア・広報戦略を主導 

・国内旅行業務取扱管理者、観光コーディネーター資格保有 

マーケティング責任者（CMO） 

・英語・日本語・インドネシア語に堪能で海外ゲスト対応 

・多言語広報、グローバルマーケティングを主導 

財務責任者（CFO） 

・協会の財務戦略全般を統括、収益事業の最適化と多様な財源確保を主導 

 

② 合意形成と地域住民への啓発の仕組み 

• 定時総会（年 1 回）及び理事会（年 4 回）を軸に、定期的な会議で現場の関係者の意見を

吸い上げ、定時総会では地域住民参加による協議を実施。 

• 外部検証として大紀町地域活性化協議会により、事業の進捗状況、予算、KPI 達成状況を

客観的に検証。 

• 住民向けの啓発では、安全管理講習会、防災セミナー、料理講習会等の開催、歴史・熊野

古道案内人の養成講座を開講し、住民ガイド組織「案内人の会」による受付窓口一本化と

人材育成を実施。 

 

【組織体制】 
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第 4 章 環境分析（SWOT 分析）と基本方針 

4-1 観光に関する基本的な考え方 

大紀町の有する観光価値の本質は、瀧原宮や熊野古道伊勢路といった個別の一流の観光名所

そのものだけにあるのではありません。それらを千年以上にわたり大切に守り、育んできた

「土地」と、そこで今日まで実直に営まれてきた「産業」、そして人々の温かい「暮らしその

もの」にこそ価値があります。古の峠道は森を守り上質な木を育ててきた林業の営みとともに

存続し、参詣の旅人の心身を支え温かくもてなしてきたのは、この美しい土地の農家、漁家、

そしてお宿を営む人々の日常でした。「観光」という言葉が本来「国の光を観る」ことを意味

するように、当町が旅人に提示すべき最大の光とは、表面的な風景名所だけでなく、そこに主

体的に生きる人々の営みそのものです。 

このことから大紀町の目指す観光スタイルは、すでに完成・パッケージ化された観光地を旅

行者が単に消費する消費型観光ではありません。旅行者が地域のリアルな日常の中へ没入し、

そこで額に汗をかき働く住民と言葉を交わし、土地の歴史や暮らしの知恵の一部に直接触れる

対話型・体験型観光です。旅行者は地域での本物の体験を通じて多くを学び、大紀町の自然や

貴重な文化の新たな守り手の一員となります。一方、地域住民は多様な旅行者を温かく迎える

プロセスのなかで、自分たちが日々当たり前に続けている営みの計り知れない価値を再発見

し、地域への誇りを新たにします。 

こうした双方向の責任ある関係性の構築は、旅行者と地域の双方が地域の価値向上への責

任を美しく分かち合う「レスポンシブル・ツーリズム（責任ある観光）」の考え方に合致す

るものであり、さらには、旅することそのものが地域社会をより良い状態に再生させていく

「リジェネラティブ・ツーリズム（再生型観光）」という世界の最先端トレンドとも共鳴し

ています。観光があるからこそ地域の素晴らしい営みが継続し、営みがしっかりと続くこと
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で、結果として観光地としての価値がいつまでも保たれることになります。この持続的な好

循環をつくりだすことこそが、当町の定義する持続可能なまちづくりです。国連観光機関が

提唱する「ベスト・ツーリズム・ビレッジ*4」の理念を最高水準の指針として掲げ、農山漁

村における観光のあり方を、世界に通じるクオリティを追求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2 環境分析（SWOT 分析） 

大紀町における観光地としての強み（Strengths）、弱み（Weaknesses）という内部要因

と、機会（Opportunities）、脅威（Threats）という外部要因を４象限マトリクスで整理し、

戦略や打ち手の方向性を検討しています。なお、収集された各種データや地域住民・事業者に

対する実態調査に基づき、先の４つの視点から当町における分析を、次の図表のとおり整理し

ました。 

 

 

*4Best Tourism Villages 

UN Tourism(世界観光機関)が実施する「Best Tourism Villages（ベスト・ツー

リズム・ビレッジ）」は、持続可能な開発目標（SDGs）に沿って、観光を通じて文

化遺産の保全や持続可能な開発に取り組む優良地域を認定するプロジェクトであり、

2021 年から始まり、2025 年までに全世界で 236 地域（うち日本では 12 地域）が

認定を受けています。このプロジェクトは、観光を通じて、地域の景観、知恵、生

物・文化の多様性、産業といった地域が持つ様々な側面の価値の向上、保護を促進す

ることを目指し、地域の優良事例を集めることを目的としています。 
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環境分析：SWOT 分析マトリクス 

大紀町の持つ豊かな地域資源やインバウンドニーズ等の「内部・外部の好影響（強み・機

会）」を活かし、過疎化や知名度不足などの「内部・外部の悪影響（弱み・脅威）」を克服す

るための戦略基盤となる分析表については、以下のとおりです。 

【強み (Strengths)】 

— 内部環境・好影響 — 

【弱み (Weaknesses)】 

— 内部環境・悪影響 — 

・ 高品質な地域ブランド食材（特産松阪牛、伊勢ブリ、伊勢真鯛

などの海の幸） 

・ 瀧原宮（伊勢神宮別宮）などの精神的・歴史的拠点 

・ 世界遺産熊野古道伊勢路（ツヅラト峠、荷坂峠） 

・ 三重県一の開業数を誇る農林漁業体験民宿（20 軒）での多様

な生活体験 

・ ベジタリアン・ハラール対応（多様な食文化の受入体制） 

・ 県内唯一の「ケイビング（洞窟探検）」などのアドベンチャー

資源 

・ 深刻な人口減少、少子高齢化、観光や一次産業の労働力不足

（担い手不足） 

・ 飲食店数の不足と夜間営業店舗の制限、夜間活動・消費機会の

欠如 

・ 大都市圏向けやデジタル環境における情報発信力の不足 

・ 国内旅行者における宿泊化・長期滞在化へのアプローチの弱さ 

・ 大規模ホテルや団体宿泊施設が存在しないための団体観光客の

受入限界 

【機会 (Opportunities)】 

— 外部環境・好影響 — 

【脅威 (Threats)】 

— 外部環境・悪影響 — 

・ 国内屈指の観光地「伊勢志摩」に近接（車で 1 時間以内）して

おり、広域周遊の誘客が容易 

・ 2026 年から本格化する第 63 回神宮式年遷宮（瀧原宮等）諸

行事による国内外からの高い注目度 

・ インバウンド（特に世界遺産を好む欧米豪 FIT、教育に関心の

あるアジアの教育旅行）ニーズの継続拡大 

・ 近隣の日本最大級商業リゾート「VISON」や外資系ホテル「フ

ェアフィールド・バイ・マリオット」の開業に伴う広域波及・

宿泊効果 

・ 大紀町自体の知名度の低さ（三重県内においても認知度が依然

として不十分） 

・ 耕作放棄地の増加に伴う農村景観の悪化、および獣害（イノシ

シ、シカ等）の深刻化 

・ 近隣市町でのインバウンド教育旅行や農泊の誘致競争の激化 

・ 南海トラフ巨大地震や集中豪雨、台風などの大規模な自然災害

リスク 

・ 国際情勢の変動や為替動向によるインバウンド需要の一時的な

不安定性 
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第５章 地域課題と解決に向けたアクション 

大紀町は、先述のような圧倒的な強みと受入基盤を持つ一方で、それらを地域経済の強固な

自立へと昇華させるうえで、次に挙げる 4 つの深刻な構造的課題に直面しています。DMO の

役割として、これらの課題を正確に分析し、その解決に向けた実践的なアクションを迅速に展

開してまいります。 

 

課題 1：通過型観光による観光消費の伸び悩み 

現状と課題 課題の解決に向けたアクション 

⚫ アクセス向上の一方で、大紀町が目的地

ではなく単なる通過点となる傾向が年々

強まっています。 

⚫ かつて国道沿いで旅人を迎えていた地域

の飲食店や観光施設の一部では、利用客

の減少から衰退・廃業が発生していま

す。 

⚫ 来訪者数や全体消費額、旅行者満足度は

着実に伸びていますが、延べ宿泊者数の

みが目標値に届いておらず、日帰りから

宿泊を伴う滞在へ転換できていないこと

が最大のボトルネックとなっています。 

⚫ 強みである農泊・民宿受入基盤を最大限

に活用し、地域の体験・本物の食・情緒

ある宿泊を組み合わせた「連泊型・高付

加価値観光商品」を新たに造成・販売し

ます。 

⚫ 瀧原宮への熱心な参拝客や熊野古道伊勢

路を歩くロングトレイル愛好家を、確実

に町内の飲食店、農業・漁業等の体験、

そして民宿での宿泊へと誘導し、周遊を

促進する案内システムを網羅的に構築し

ます。 
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課題 2：町名認知度の低さと地域資源の認知分散 

現状と課題 課題の解決に向けたアクション 

⚫ 大紀町という自治体名自体の平均認知度

は依然として低い状況です。 

⚫ 一方で、ブランド牛乳「大内山牛乳」

や、伊勢神宮別宮「瀧原宮」、世界遺産

「熊野古道伊勢路」の知名度は特定層で

非常に高い状況です。 

⚫ 本質的な課題は「資源が眠っている」こ

とではなく、知られている超一級資源

が、大紀町という全体ブランドに結びつ

いておらず、認知が完全に分散している

ことにあります。 

⚫ 特産松阪牛の優れた肥育環境や卓越した

技術、酪農の歴史、美しい森、熊野灘の

漁業といった「一次産業の背景ストーリ

ー」が魅力的な資源であるが、世の中に

広く伝わっていません。 

⚫ 既に強力な認知を持つブランド牛乳「大

内山牛乳」や伊勢神宮別宮「瀧原宮」、

世界遺産「熊野古道伊勢路」を玄関口

（フック）として活用し、広報やデジタ

ルマーケティングにおいて、それらが全

て「大紀町」に存在することを一体的に

伝えるブランディング広報を徹底強化し

ます。 

⚫ 一次産業の現場で営まれる人々の美しい

人生や技術を「物語（ナラティブ）」と

して体系化して発信し、学習型体験プロ

グラムを提供することで、地域全体の認

知度向上を安定的・持続的な来訪と再訪

へと結びつけます。 
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課題 3：来訪者の厳しい季節変動 

現状と課題 課題の解決に向けたアクション 

⚫ 観光来訪が、伊勢神宮別宮「瀧原宮」へ

の熱心な初詣参拝客や新春巡礼者が押し

寄せる 1 月に極端に集中する傾向があり

ます。 

⚫ 一方で、初夏（6 月、7 月）および秋口

（9 月、10 月）が年間で最も観光客の少

ない閑散期となっています。 

⚫ 月ごとの観光需要の季節変動が大きく、

地域の観光事業者にとって通年での経営

平準化や安定した雇用確保を阻む大きな

足かせとなっています。 

⚫ 繁忙期である 1 月の来訪需要を無理に抑

制するのではなく、閑散期である 6・7・

9・10 月に特化した、大紀町の魅力ある

季節限定体験商品（清流アユ体験、森林

浴プログラム、秋の収穫・食欲体験民宿

プログラムなど）を重点的に市場へ投入

します。 

⚫ 月別来訪者の平準化率を当協会の独自の

重要経営指標（KPI）として正式に設定

し、科学的なデータ分析を行いながら、

効果検証を繰り返して「通年型観光地」

への転換を進めます。 
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課題 4：観光の担い手不足と次世代への承継 

現状と課題 課題の解決に向けたアクション 

⚫ 大紀町の基幹産業である農林水産業の一

次産業における人口減少と急速な少子高

齢化が発生しています。 

⚫ これが、地域観光の受け入れを支えるべ

き民宿やガイド、実務人材の不足を招い

ており、観光地としての持続可能な受入

容量（キャパシティ）の最大の制約条件

となりつつあります。 

⚫ 新たな体験民宿や観光事業を志す「新規

開業希望者」の掘り起こしを町内外で行

い、開業手続きから集客、運営ノウハウ

の伝授に至るまでを一貫して伴走支援す

る「開業徹底サポートプログラム」を構

築します。 

⚫ 「語り部案内人養成講座」の継続実施

や、他言語での通訳ガイドの育成に戦略

的に投資し、次世代を担う若手観光人材

を計画的に輩出します。 

⚫ 町内の子どもたちが地元の優れた体験民

宿やアドベンチャープログラムを自ら経

験する「ふるさと体験機会」を毎年継続

し、大紀町に対する子どもたちの誇りと

愛着（郷土愛）を心に深く育みます。 
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第６章 観光地域マーケティング及び４P 戦略 

大紀町の有する固有の地域資源（瀧原宮、峠道、杉・ヒノキの美林、農山漁村の暮らし、一

次産業の現場）をさらに磨き上げ、これらを最先端の切り口で国内外に魅力的に発信すること

で、都市部や世界との能動的な人の交流を創出します。これにより、観光地としての単なるブ

ランド確立にとどまらず、地域の誇りを高め、住民自らが主体となって持続的な経済の好循環

をつくりだす以下の仕組みを強力に実践します。 

6-1 3 つの磨き上げテーマ（観光・体験の 3 大機軸） 

テーマ 内容 

巡礼の道と祈りの文化 瀧原宮と熊野古道伊勢路（ツヅラト峠・荷坂峠等）の持つ、千

年の巡礼の歴史、静寂、精神的な心身再生（リトリート）の価値

を現代的に磨き上げ、聖地のストーリーを国内外に発信します。 

農泊と食の多様性 農林漁業体験民宿を中核に、特産松阪牛、海の幸、大内山牛乳

等の地域資源を活かした食体験を提供します。さらに、ベジタリ

アン・ハラール等の多様な食文化の対応を洗練させ、世界に誇る

サステナブル・ガストロノミーの聖地を構築します。 

海・山・川のアドベンチ

ャー 

清流宮川・大内山川でのウォーターアクティビティや、三重県

内唯一のケイビング（洞窟探検）、熊野古道伊勢路のロングトレ

イルハイキングなど、大紀町の広大で野性味あふれる地形をその

まま活かしたアドベンチャーツーリズムをグローバル基準で磨き

上げます。 



大紀町観光地経営戦略 2025-2027 

 19 

6-2 観光・交流の徹底的な「産業化」と住民への経済還元 

当協会は、観光・交流の産業化を活動の最も基本となる姿勢として強く掲げます。観光活動

を単なる一時的なイベントやボランティア活動にとどめず、地域の雇用を創出し、所得水準を

向上させるための持続可能なローカルビジネスとして機能させます。地元の小規模な事業者の

創業や、既存の飲食・宿泊・体験事業者の経営多角化を積極的に伴走支援し、地域経済を力強

く牽引します。 

また、大紀町が独自に定める大紀ブランド認定品をはじめとする地元特産品を観光の体験プ

ログラムや宿泊時の食事と有機的に連動させ、旅行者への現地販売および事後のオンライン購

入の導線をスマートに確立します。併せて、ふるさと納税制度と強力に連携することにより、

地場産品の全国的な知名度向上と流通を飛躍的に進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旅行者がもたらす貴重な観光収益が、大紀町ならではの「農林漁業体験民宿」という直

接的な受入構造を通じて、中間搾取を挟むことなく「地域住民、生産者、体験事業者」

へ直接還元される仕組みを一層盤石にします。これにより、大紀町に住むこと、働くこ

との Well-being（心豊かな暮らし）を具現化し、関係人口の創出から、将来的な移住・

定住の促進へと繋がる持続可能な地域社会の完璧な好循環モデルを構築します。 
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6-3 ターゲット層別マーケティング戦略（STP 分析＆４P 戦略） 

第５章で挙げた「通過型観光による消費の伸び悩み」や「来訪の季節変動」といった課題を

解決し、第６章に掲げた資源の磨き上げと住民への経済還元を具現化するため、これまでの調

査および事業の実績を踏まえ、当協会としての誘客戦略とターゲット、今後の基本方針を次の

とおり定めます。 

ターゲット 1：世界遺産熊野古道伊勢路を訪れる 欧米豪の個人旅行者（FIT） 

選定理由 

(Selection) 

東紀州地域振興公社が実施したアンケート調査および町内宿泊統計の結

果、熊野古道伊勢路を訪れる外国人旅行者は欧米豪からの個人旅行者(FIT)

が中心であり、古道歩きを目的に連泊する傾向・消費単価が高いことが確

認された。また熊野古道を有する紀伊半島は、観光庁が主導する「地方に

おける高付加価値なインバウンド観光地づくり」のモデル地域に選定され

ている。当町の伊勢路沿いの民宿・民泊には既にこの層の宿泊実績があ

り、農泊を核とする小規模・高質型観光との適合性が高いことから、本タ

ーゲットを設定。 

ポジショニング 

(Positioning) 

三重県内で最も体験民宿があり、伊勢から大紀町にかけては、伊勢神宮

の信仰とともに神道文化が根づく地域であります。神宮では日々、その土

地の恵みを神に捧げる神饌(しんせん)の伝統が続いており、自然への感謝

と素材を活かす食のあり方が、この地域の食文化の根底であります。 

提供価値 

(Value 

Proposition) 

大紀町における精神性は、思想や信条に基づいて食を選ぶヴィーガン・

ベジタリアンの価値観と通じるものであり、当町の民泊が取り組む対応食

は、単なる「制約への対応」ではなく、地域の信仰・風土に根差した食体

験として提供ができ、当町ならではの価値があります。 
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■ マーケティング・ミックス（4P 戦略） 

世界遺産熊野古道伊勢路を訪れる 欧米豪の個人旅行者（FIT） 

Product 

(製品・体験) 

ブランドコンセプト「巡礼と食の旅」を体現する商品として、

「Kumano Kodo Iseji Gastronomy Journey in Taiki」を商品化しま

す。熊野古道伊勢路の歴史や食文化、自然崇拝などを、ガイドの案内と

ともに本格的に体験したい欧米豪の個人旅行者(FIT)向けの 2 泊 3 日商品

であり、古道沿いの農林漁業体験民宿を拠点に、峠越えのガイドウォー

ク、特産松阪牛・天然鮎・伊勢ブリなどを中心とした美食プラン、また

はヴィーガン・ベジタリアン向け特別プランを組み合わせ提供します。 

Price 

(価格・対価) 

送迎・ガイド・体験・食事を含む 2 泊 3 日オールインクルーシブで、

1 人 15〜20 万円に設定する。欧米豪 FIT は滞在日数が長く体験への支

出意欲が高いこと、少人数制のガイド付き商品であることを踏まえた高

付加価値型の価格設定であり、大量送客に依存せず、一人当たり消費額

の向上によって地域への経済効果を高めます。 

Place 

(流通・販路) 

熊野古道を中心に欧米豪市場へ販売実績のある OTA・販売チャネルを

活用します。具体的には、リベルタ株式会社、株式会社 Yama Trips、

JTB BÓKUN、HIS VISIT JAPAN、byFood 等であり、いずれも既に取引

実績を有します。 

Promotion 

(プロモーション) 

熊野古道を中心に欧米豪市場へ販売実績のある OTA・販売チャネルを

活用します。具体的には、リベルタ株式会社、株式会社 Yama Trips、

JTB BÓKUN、HIS VISIT JAPAN、byFood 等であり、いずれも既に取引

実績を有します。 
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ターゲット 2：東アジア・東南アジアからの訪日教育旅行（民泊分宿） 

選定理由 

(Selection) 

三重県海外誘客課や三重県観光連盟は、台湾・香港・タイ・シンガポ

ールをインバウンド誘客の重点地域としており、特に台湾については平

成 28 年から県と連携した訪日教育旅行の誘致が行われている。当町にお

いても、平成 29 年度から JNTO 主催「台湾訪日教育旅行現地セミナー・

個別相談会」に参加し、多くの教育旅行の受入実績を有する。県の重点

方針と当町の受入実績・受入体制の双方が揃っていることから、本ター

ゲットを設定した。 

ポジショニング 

(Positioning) 

大紀町は、教育旅行の受け皿となる農林漁業体験民宿の開業軒数が三

重県内で最も多く、当協会が一括した受入窓口となっているため、海外

の旅行会社にとって手配・依頼がしやすい体制が整っています。 

提供価値 

(Value 

Proposition) 

教育旅行に求められる日本の文化・暮らしの体験や地域の人々との交

流を、民宿への分宿というかたちで提供できることが当町の強みです。

単なる観光ではなく、日本の地域社会に根ざした暮らしを実際に体験す

ることで、日本文化の本質や地域コミュニティの在り方を学ぶ「生活密

着型の国際教育プログラム」として展開します。 
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■ マーケティング・ミックス（4P 戦略） 

東アジア・東南アジアからの訪日教育旅行（民泊分宿） 

Product 

(製品・体験) 

「農林漁業体験民宿で日本の田舎ホームステイ体験」を商品として提

供します。生徒が農林漁業体験民宿に少人数で分宿し、農業・漁業など

の一次産業体験や伝統文化体験、受入家庭との食事・交流を通じて、日

本の暮らしを内側から学ぶ 1 泊 2 日からのプログラムです。 

Price 

(価格・対価) 

1 泊 2 食・体験付きで 1 人 8,800〜11,000 円に設定します。学生を

対象とすることと、近隣競合地域の価格水準を考慮した、教育旅行市場

で競争力のある価格とします。高付加価値型のターゲット①と役割を分

け、本ターゲットでは受入規模の確保と将来のリピーター・関係人口の

創出を重視します。 

Place 

(流通・販路) 

台湾については、JNTO 主催セミナー・個別相談会への継続参加と、現

地旅行会社への直接営業を積み重ねています。その他の重点地域(香港・

タイ・シンガポール)については、商談会への参加や旅行会社の日本支店

への営業を通じて販路を開拓します。 

Promotion 

(プロモーション) 

農林漁業体験民宿の魅力、地域の人々との温かいつながり、都市部で

は得られない生活体験の価値を、現地訪問やオンライン説明会を通じて

具体的に伝えます。あわせて、過去に受け入れた学校・引率教員の評価

や生徒の感想を教材として整理し、商談・説明会で活用します。 
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ターゲット 3：伊勢神宮・別宮への関心が高い 都市部在住の国内観光客 

選定理由 

(Selection) 

来訪実態調査および式年遷宮特別神領民応募傾向を踏まえ、30〜50 代

首都圏女性を主要ターゲットとして設定します。当該層は精神文化体験

への関心が高く、単独行動志向および高付加価値志向を有することか

ら、瀧原宮の環境特性および式年遷宮という特別性との親和性が極めて

高い市場です。 

ポジショニング 

(Positioning) 

本地域は、伊勢志摩観光圏の中に位置しながらも、内宮・外宮周辺の

観光地エリアとは異なり、静寂性・自然環境の豊かさを有する“奥伊勢エ

リア”としての特性を持ち、とりわけ瀧原宮や伊雑宮は、伊勢神宮の別宮

の中でも格式が高く、「元伊勢」とも称される歴史的・精神的象徴性を

有します。 

提供価値 

(Value 

Proposition) 

観光地としての賑わいよりも、神聖性・原点性が際立つ場所です。ま

た、遥宮（とおのみや）とも呼ばれ、伊勢から遠いため、「呼ばれた人

しか訪れることできない」という口コミながらも特別感のある価値がつ

いています。 
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■ マーケティング・ミックス（4P 戦略） 

伊勢神宮・別宮への関心が高い 都市部在住の国内観光客 

Product 

(製品・体験) 

語り部と行く「伊勢神宮と別宮巡り」 伊勢神宮は、内宮・外宮の他

に、内宮の別宮 10 社、外宮の別宮 4 社があり、ほとんどが伊勢市内に

ご鎮座するが、瀧原宮・瀧原並宮・伊雑宮の 3 社のみが伊勢市外に位置

する。そこで、伊勢市外の 3 社を含む日帰りツアー「皇大神宮と別宮 5

社巡り」を販売します。 

将来的には、ジャンボタクシーからバスツアーの 2 タイプを設定する

ことと、アンケートの結果次第では、宿泊とセットの 1 泊で別宮全てを

巡る「伊勢神宮と別宮 14 社巡り」の 2 コースを設定し、「語り部と行

く」「ジャンボタクシー」という特別感のツアーを実施することで、よ

り伊勢神宮を知りたいコア層にささる商品とします。 

Price 

(価格・対価) 

日帰りツアー：1 人 28,500 円 （語り部、昼食、ジャンボタクシー

代、木札、保険付き）に設定します。 

Place 

(流通・販路) 

大紀町観光協会のホームページ、Instagram での発信、式年遷宮瀧原

宮御木曳の参加者に対して案内します。 

Promotion 

(プロモーション) 

三重県観光連盟公式サイトやメディアによる発信、都市部で開催する

イベントで告知します。 
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6-4 持続可能な 4P 戦略の連動と地域活性化への展望 

本章で定めた 3 つのターゲットに対する STP 分析および 4P 戦略は、個別の活動に留まら

ず、大紀町観光協会が一元管理窓口（DMC 機能）となることで強力な統合効果を発揮します。 

 

DMO 戦略方針：保全と受益の地域循環モデルの確立 

1. 欧米豪 FIT による連泊高付加価値化が、地域滞在時間と一人当たり消費単価の大幅な向

上をもたらします。 

2. 訪日教育旅行の分宿（農林漁業民宿）が、平日の安定的稼働と季節変動の平準化を達成

し、地域に直接的な副収入をもたらすとともに次世代の関係人口（大紀町ファン）を育

てます。 

3. 2033 年神宮式年遷宮に向けた機運の高まりを取り込んだ国内ターゲット（都市部在住

女性層）の瀧原宮誘客が、伊勢市内の混雑した観光動線からの広域誘客と、通過点から

目的地への完全脱却を具現化します。 

これらにより、DMO 独自の収益体制の強化と、住民ガイド（語り部等）や一次産業（農

林漁業体験）への経済利益の直接還元をシームレスに両立し、「住んでよし、訪れてよ

し」の持続可能な観光地経営を実現してまいります。 
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第７章 快適な受入環境整備 

多様な旅行者が安心かつ快適に滞在できるよう、以下の施策を計画的に進めます。 

インバウンド受入環境整備 

大紀町では、豊かな自然環境、熊野古道伊勢路、農山漁村体験等を活用し、外国人旅行者

が安心・快適に滞在できる受入環境整備を推進します。特に、ヴィーガン・ベジタリアン・

ムスリムなど多様な食文化への対応、キャッシュレス決済環境の充実、多言語による情報発

信及び案内機能の強化を図るとともに、地域住民や事業者への理解促進を進め、持続可能な

観光地域づくりを目指します。 

＜具体的な取組＞ 

◆ 多言語対応：整備済みの多言語案内看板・観光パンフレットの更新・拡充、新たな観

光拠点への展開 等 

◆ 食の多様性対応：ヴィーガン・ベジタリアン・ムスリム対応が可能な店舗・宿泊施設

の見える化、事業者向け研修会の開催 等 

◆ キャッシュレス・デジタル化：宿泊・体験事業者へのキャッシュレス決済導入支援、

OTA 活用支援、多言語ホームページの整備 等 

◆ 安全・安心対策：外国人向け避難案内の整備、緊急連絡体制の整備 等 

◆ 地域理解の促進：受入事業者ネットワークの構築、通訳案内が可能なガイドの養成 

◆ インバウンド向け体験コンテンツの充実：農泊体験、通訳ガイド付き日本文化体験の

造成 等。 

 

二次交通の確保 

本地域の二次交通は、路線バスの運行本数が限られており、鉄道駅や高速道路 IC から

観光拠点への移動手段の確保が課題です。二次交通は観光拠点間の回遊性向上および滞在

時間延伸の鍵となる基盤要素であることから、今後は、予約制乗合タクシーの活用、レン
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タサイクルの拡充、観光タクシーによるパッケージ商品の造成など、需要に応じた柔軟な

交通手段の導入を強化し、持続可能で利便性の高い交通ネットワークの構築を目指し取組

を進めます。 

 

ガイドの確保育成 

令和 6 年度からガイド養成講座を開催し、熊野古道伊勢路や瀧原宮などを案内する語り部

を確保してきており、「案内人の会」を通じて住民主体のガイド体制を整えるとともに、農

林漁業体験や自然体験については各体験提供事業者と連携し、当協会が大紀町全域のガイド

の一括窓口を担っています。あわせて、安全管理講習会や観光防災セミナーを毎年開催し、

ガイドの資質向上に努めています。今後は、インバウンド向け商品の展開に対応するため、

通訳案内が可能なガイドの確保・育成を進めます。 

 

観光防災・安全管理 

英語を話す外国人を含めた避難ハザード情報の整備、宿泊施設・DMO・ガイド間の緊急

連絡体制（防災 QR コードや Safety tips の推進）の整備、安全管理講習会と観光防災セミ

ナーを開催します。 

 

地域還元の仕組み 

当協会は、JSTS-D(2026 年 3 月認証)に基づく取組を進めており、観光が地域資源を消費

するだけで終わらず、資源の保全へと還元される循環の仕組みづくりに取り組みます。具体

的に、2026 年度（令和 8 年度）から、海・山・川での体験について体験料金から 1 人 100

円を、熊野古道伊勢路を守る会、大内山川漁業協同組合、内水面漁業協同組合等の保全活動

団体へ寄付する仕組みの導入を目指します。 
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第８章 顧客関係管理（CRM）の推進方針 

当協会は持続可能な観光地経営の推進主体として、国内外からの単発の誘客促進から「大紀

町のファン（関係人口・リピーター）」の育成へと舵を切るため、データに基づく顧客関係管

理（Customer Relationship Management：CRM）を強力に推進してまいります。具体的には、

BtoB（教育旅行・旅行会社）および BtoC（欧米豪 FIT・国内リピーター）の 2 つの領域にお

いて、以下の顧客管理方針を定め実行します。 

 

■ BtoB における顧客管理（教育旅行・エージェント）の徹底 

管理対象の定義 台湾を中心とするインバウンド教育旅行（民泊分宿）、海外・国内

の旅行会社等 

収集デジタルデータ 学校名、引率教員連絡先、エージェント担当者情報、過去の商談履

歴、受入人数・体験内容、事後のアンケート評価など 

関係継続スキーム 教員の異動や旅行会社担当者の交代が発生した場合でも、履歴デー

タを元に「組織対組織」の永続的な関係を維持。アプローチの断絶

を防止。 

KPI との連動 インバウンド教育旅行年間受入人数：2025 年度 120 人  

→ 2027 年度 300 人（約 2.5 倍）の確実な達成。 

 



大紀町観光地経営戦略 2025-2027 

 30 

■ BtoC における顧客管理（欧米豪 FIT・国内リピーター）の展開 

管理対象の定義 世界遺産・熊野古道伊勢路を歩く欧米豪 FIT（個人旅行者）、瀧原宮

等に関心の高い国内リピーター女性層 

収集デジタルデータ 予約決済データ、参加後アンケート評価（NPS 含む）、興味・嗜好

（ヴィーガン等の食文化、歴史的興味、自然体験選好） 

関係継続スキーム 決済・参加データから抽出された嗜好（ヴィーガン食）に基づき、

高付加価値ツアー等をパーソナライズ案内。また、保全活動への寄

付実績とリンクさせ、中長期的に大紀町の保全成果を報告配信。 

KPI との連動 インバウンド 1 人あたり旅行消費額：18,379 円から 19,000 円へ向

上。国内ツアー参加者のリピーター率：15%以上の維持向上。 

 

⚫ 日帰りツアー「皇大神宮と別宮 5 社巡り」や 1 泊 2 日の巡礼ツアー参加者の予約情報管

理を徹底します。神宮遷宮諸行事（2033 年式年遷宮等）のタイミングに合わせ、限定ツ

アー情報の優先案内や特別な体験コンテンツのダイレクトメール等のアプローチを行

い、リピーター率の向上に努めます。 

 

⚫ 収集・分析した来訪者の評価や課題データは、当協会が主催する「農林漁業体験民宿女

将さん会」や地域事業者と共有し、おもてなしの質の向上、メニュー改善、受入環境整

備へ反映させます。また、海・山・川の全体験コンテンツで導入する「1 人 100 円の保

全寄付金」スキームと CRM を連動させ、寄付を行った顧客に対し、大紀町の自然環境保

全の成果（大内山川の清流維持活動の報告等）を配信するなど、一度訪れた旅人が「保

全活動の生涯の支援者」となる中長期の関係を構築します。 
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第９章 観光による受益を広く行き渡らせる方針 

■地域への受益方針 

当協会の重点事業である農林

漁業体験民宿による滞在型観光

事業では、体験民宿の営む事業

者が地域住民であることから、

宿泊・食事・体験を通じた観光

収益が地域住民に直接還元され

る仕組みが既に形成されていま

す。また、多くの民宿が、地域

の農林漁業者をはじめ、茶道教

室や着付教室など町内の産業・

文化の担い手と連携して体験を提供しており、地域が一体となって旅行者を受け入れること

で、地域産業の消費拡大にもつながっています。さらに、当協会は体験民宿に対し、大紀町内

の農産物や食材の購入を推奨しており、食材の多くが域内で調達されています（域内調達率は

約 90%）。 

今後も、地域の生産者や道の駅などとの連携により、地域内での消費を拡大する仕組みづく

りを強化する。あわせて域内調達の状況を継続的に把握し、観光による経済効果を地域住民や

地域産業へ広く波及させ、地域全体で観光の恩恵を共有することを目指します。 
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第 10 章 データ活用方針（KGI・KPI）と財源計画 

10-1 データ活用方針 

収集したデータについては、農泊を中心とした滞在型観光の推進に重点的に活用します。宿

泊者数や体験プログラムの利用状況、顧客満足度、消費単価等のデータを分析し、農林漁業体

験民宿をはじめとする宿泊事業者・体験事業者と共有することで、各事業者のサービス改善や

新規コンテンツの開発、受入体制の強化につなげます。また、データから抽出した課題をもと

に、新規開業者の掘り起こしや開業サポートの対象地域・分野を特定するなど、農泊の受入基

盤の拡充に活かします。 

KGI・KPI の達成状況については、大紀町地域活性化協議会において検証し、その結果を次

年度以降の事業計画やプロモーション施策、受入環境整備等に反映させることで、継続的な改

善(PDCA サイクル)を図ります。さらに、KPI の達成状況を大紀町観光協会の総会資料の事業

報告に記載し、公式ホームページ等で公開する。会員のみならず地域住民にも情報を共有する

ことで、データに基づく観光地域づくりの透明性を確保し、農泊への新たな担い手の参入や住

民の参画促進につなげます。 
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10-2 重要目標達成指標（KGI）と重要業績評価指標（KPI）の推移 

観光地域全体の成果を計る KGI および各活動の到達点を示す KPI、KPI の推移目標につい

て、以下のとおりです。 

指標名 単位 2024 実績 2025 実績 2026 目標 2027 目標 

旅行消費額 (必須 KGI) 百万円 - 1,503 1,510 1,520 

一人当たり消費額 (全体) 円 - 8,397 8,400 8,500 

一人当たり消費額 (インバウンド) 円 - 18,379 18,500 19,000 

延べ宿泊者数 (全体) 千人 2.2 3.0 3.2 3.3 

延べ宿泊者数 (インバウンド) 千人 0.4 0.6 0.9 1.0 

来訪者満足度 (全体) % 93.6 95.1 96.5 96.6 

来訪者満足度 (インバウンド) % - 94.4 94.5 94.6 

住民満足度 % - 50 51 52 

月別来訪者数の平準化率 % 23.5 47.1 47.0 48.0 

観光事業者の平均給与額 千円 - 120 121 121 

職員満足度 % - 81.7 83.3 84.2 

※ 経済波及効果については、R8 年度より計測体制の構築開始予定である。 
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10-3 KGI・KSF・KPI 連動ツリー 

最上位目標（KGI）から、その達成に欠かせない 5 つの重要成功要因（KSF）および定量的

な管理指標（KPI）を論理的に連動させ、「量から質へ」の持続可能な観光地経営モデルを可

視化し、下部の KPI 一覧と併せて、DMO のデータ経営（EBPM）の羅針盤として活用します。 

 

最重要目標達成指標 (KGI) — 旅行客数の追従から観光消費による経済波及へ 

【必須 KGI】旅行消費額: 8.5 億円 (2030 年度目標)  

【更新必須】経済波及効果: R8 年度より計測体制構築開始 

↓ 

滞在時間の延伸と

消費単価向上 

ガストロノミーツ

ーリズム等による

1 人当たり旅行消

費単価の底上げ 

宿泊を伴う滞在価

値の創出 

農泊体験民宿等で

の 2 泊以上の連

泊・長期滞在型旅

行の推進 

地域ならではの本

物の魅力体験 

世界遺産熊野古道

や瀧原宮での精神

的・本質的な体験

品質向上 

オフシーズンの平

準化コントロール 

閑散期や平日に大

口送客される教育

旅行・団体需要の

戦略的誘致 

観光の共有化と地

域・住民への還元 

JSTS-D に準拠し

た保全循環と事業

者給与・住民満足

度の向上 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 

一人当たり消費額 

全体および 

インバウンド 

延べ宿泊者数 

国内および 

インバウンド 

来訪者満足度 

国内および 

インバウンド 

月別来訪者の 

平準化率 
住民満足度 

【DMO 財務基盤との連動】 

観光消費単価の向上・宿泊客数拡大を原資として、DMO 自主事業収入を 2030 年度に安定財源比率を

91.3%以上へ高め、安定的かつ自立的な DMO 経営基盤を確立します。 
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10-4 KPI 一覧（実績・目標・取得方法等） 

指標名 2025 実績 2027 目標 取得方法 

旅行消費額 (KGI) 1,503 百万円 1,520 百万円 

会員事業者への聞き取り等に基づき、一定係数を乗じて算

出。2025 年度実績が予測を大幅に超過したため、今後推進

協議会において目標の上方修正を含め検証予定。 

一人当たり消費額 

(全体旅行者) 
8,397 円 8,500 円 

自組織で毎年度定期実施している旅行者アンケートを活

用。 

一人当たり消費額 

(インバウンド客) 
18,379 円 19,000 円 

外国人受入体験民宿での宿泊・飲食決済データのヒアリン

グ、および DMO が直接実施する外国人 WEB アンケートか

ら集計。 

延べ宿泊者数 (全体) 3,000 人 3,300 人 

自組織の会員宿泊事業者（体験民宿、一般旅館等含む全

24 施設）に対する毎月の書面またはオンラインでの聞き取

り報告調査に基づき、100%の回収率で集計を徹底。 

延べ宿泊者数 

(インバウンド客) 
600 人 1,000 人 

上記宿泊事業者報告から国籍別内訳(外国人宿泊数)を抽

出。特に 20 軒を擁する農林漁業体験民宿ネットワークでの

教育旅行や FIT 受け入れ実績を厳密に把握。 

来訪者満足度 

(うちインバウンド) 

96.9% 

（94.4%） 

 97.1% 

（ 94.6%） 

自組織で実施する観光客満足度 WEB アンケート(5 段階評

価における「大変満足」「満足」の割合)。 

月別来訪者の平準化率 47.1% 48.0% 
【要設計】「最少 3 か月平均÷年間の月平均(宿泊月次＋

主要観光施設入込から算出)」を定義。 

住民満足度 50.0% 52.0% 

大紀町が町民を対象に毎年実施している「大紀町政世論・

町民アンケート」に観光振興や DMO 活動への関与度、持続

可能性に関する特設設問を追加・統合して取得。 

観光事業者の平均給与額 120 千円 121 千円 会員宿泊・飲食・体験事業者への聴き取り調査。 

職員満足度 81.7% 84.2％ 
年 1 回、事業年度末に全職員（プロパー・その他職員）を

対象としたアンケート調査を実施。 
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10-5 財源計画（収入計画）および安定財源確保目標 

財務責任者（CFO）主導のもと、DMO の財務的自立化（自主財源の比率拡大）を目指し、

旅行体験プログラムの手数料や特産品収益事業を 2030 年度までに 16,500 千円まで引き上げ

る計画を策定します。 

財源項目 単位 2024 実績 2025 実績 2026 目標 2027 目標 

収入総額 千円 33,592 34,714 37,770 40,900 

1. 安定財源総額 千円 33,408 32,120 36,410 37,200 

  市町村補助・交付金 千円 20,923 18,500 18,500 18,500 

  市町村負担金 千円 4,170 3,730 3,700 3,700 

  自主収益事業収入 千円 8,218 9,778 14,210 15,000 

2. その他財源（国補助等） 千円 0 2,411 3,700 3,700 

★安定財源比率 % 99.5% 92.5% 96.4% 91.0% 
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10-6 財源計画（支出計画） 

適切な戦略・計画を着実に推進するため、一般管理費（人件費含む）およびマーケティン

グ、着地整備（受入）、住民還元（受益）の支出バランスを管理します。 

財源項目 単位 2024 実績 2025 実績 2026 実績 2027 計画 

支出総額 千円 33,409 37,054 37,710 38,070 

1. 事業費総額 千円 10,574 10,800 10,300 10,550 

  マーケティング費用 千円 1,467 1,432 1,400 1,450 

  受入環境整備（着地） 千円 3,782 160 2,412 2,400 

  地域受益還元・循環 千円 10,603 8,694 6,843 6,400 

2. 一般管理費 (人件費含む) 千円 22,835 26,254 27,410 27,520 

  うち、人件費 千円 11,343 12,648 14,518 14,520 
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第 11 章 計画の推進体制と持続可能な PDCA サイクル 

11-1 多様な関係者の役割分担 

大紀町における持続可能な観光地経営の実践には、多様な関係者がその強みを活かして明確

な役割分担のもとで協働することが必要不可欠です。 

推進主体 / 役割区分 具体的な役割および主なアクション 

１. DMO 

大紀町観光協会 

⚫ 観光地経営の司令塔として、地域全体のマーケティングや観光プロ

モーションを一元的に統括 

⚫ 大紀町の強みである「農林漁業体験民宿」や、世界遺産熊野古道伊

勢路などの有償ガイド手配、高付加価値な旅行商品の企画開発・流

通を一括して担う DMC（ランドオペレート）機能を確立 

⚫ 観光客の行動特性や消費傾向、アンケート等の観光統計データをデ

ジタル分析・蓄積し、客観的な分析結果（EBPM）を地域の関係事

業者に還元 

２. 行政 

大紀町役場・産業振興課 

⚫ 道路、公衆無線 LAN（Wi-Fi）、多言語案内板、バリアフリー対応

など、来訪客が快適に周遊できる公共インフラの整備および公的な

観光統計情報の基盤構築を支援 

⚫ 清流宮川や森林などの自然災害に対する適切な防災対策を講じ、緊

急時の避難誘導や安否確認システムなど地域一帯の安全管理・危機

管理体制を整備 

⚫ DMO が中長期的な観光地ビジョンを安定的に実行できるよう、必

要な法的・行政的権限を付与し、負担金や補助金による安定的かつ

計画的な財政支援を実施 
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3. 民間観光事業者 

宿泊・飲食・交通・体験

事業者等 

⚫ 多様化する顧客ニーズに対応するため、キャッシュレス決済、OTA

（オンライン旅行代理店）連携、多言語翻訳ツールの導入など、受

け入れインフラの質を向上 

⚫ ブランド牛「特産松阪牛」や清流宮川・伊勢湾の海の幸、地場野菜

など地元の豊かな食材・資源を積極的に自社サービスへ調達し、地

域内経済循環率（観光消費の域内漏洩防止）を向上 

⚫ DMO や行政が主催する「体験ガイド養成セミナー」「安全管理・

救急救命講習」「観光防災訓練」へ主体的に参加し、サービス品質

と安全性を担保 

4. 地域住民 

住民団体・案内人の会等 

⚫ 案内人の会などを通じて、世界遺産熊野古道伊勢路をはじめとする歴

史・文化を伝える有償の専門語り部ガイドとして、主体的に観光実務

に参画 

⚫ 訪れる旅行者を温かく歓迎する、郷土愛に満ちた「もてなしの心（大

紀町固有のアロハスピリットのような温かさ）」を一人ひとりが発揮

し、心地よい地域空間を演出 

⚫ 熊野古道伊勢路や一級河川宮川の清流、原生林の山々など、大紀町の

観光の源泉となる自然景観や文化遺産の保全・美化活動（定期清掃や

維持管理）に協力・参画 

 

 

【推進体制最大化のための重要要件：密な情報共有と相互協力の体制】 

４つの推進主体は個々に活動するのではなく、DMO をハブとして「目標値（KGI/KPI）」

「顧客満足度」「アンケート分析」などの客観データを共有し、行政のインフラ支援と民間の

体験商品、住民による語り部活動等が緊密にリンクすることで、旅行者にシームレスで質の高

い大紀町ならではの滞在型価値を提供し、通過点からの脱却を目指し取組を進めます。 
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11-2 持続可能な PDCA サイクルの推進 

当ビジョンは、作成して終わりではなく、「Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）

→ Act（改善）」のサイクルを厳格に推進します。 

管理段階 

(PDCA) 

主要な推進 

・実施主体 
具体的な意思決定・実行内容とプロセス 

Plan 

(計画) 

大紀町観光協会 

（理事会及び専門部会） 

観光地経営ビジョンに基づき、単年度及び中長

期的な「事業フレーム」を構築。同時に公的補助

金に依存しない自立化に向けた「新たな財源方

針」を毎年度決定 

Do 

(実行) 

DMO 実務担当スタッフ 

（地域事業者・行政と連携） 

決定された事業計画と役割分担に沿って、具体

的な「実行計画（アクションプラン）」を推進、

高品質な体験民宿やツアーの造成、効果的なプロ

モーション、多言語受け入れ環境の整備等の連携 

Check 

(評価・分析) 

大紀町地域活性化協議会等 

（外部組織による客観評価） 

主観的な評価を排し、客観的データをベースに

毎年進捗を評価・分析、重要目標である KGI（旅

行消費額の最大化）や KPI（宿泊者数、旅行者満

足度、消費単価等）の達成状況を客観的に評価 

Act 

(改善・反映) 

大紀町観光協会 

（事務局・意思決定機関） 

Check 段階の評価結果を真摯に受け止め、事業の

重複や無駄を排除した効率的な「予算の執行調

整」を実施、ツアー商品やサービスのブラッシュ

アップなど、実効性のある改善措置を施し、次年

度の事業計画に反映 
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11-3 外部検証組織とのガバナンス連携と反映 

大紀町観光協会は、DMO の外部に設置された大紀町地域活性化協議会において、事業の進

捗状況、KPI の達成状況、予算等を検証し、その結果を次年度の事業内容および予算に反映さ

せる体制を構築しています。 

事務局である当協会は、来訪者・訪日観光客・住民を対象としたアンケートやデジタル観光

統計等をもとに KPI の達成状況と事業の進捗を取りまとめ、事業実施計画および事業報告とし

て、大紀町地域活性化協議会に報告する。協議会は年間 4 回開催し、うち 1 回は定時総会にあ

わせて実施します。協議会では、行政、観光事業者、地域住民等の多様な主体による検証を受

け、その意見を理事会の審議を経て次年度の計画・予算に反映する。総会では、これらの検証

結果と次年度の計画・予算について、会員に報告し承認を得ます 

なお、KPI の達成状況および検証結果は、定時総会の資料に記載するとともに、公式ホーム

ページで公開し、会員および地域住民と広く共有します。 
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第 12 章 具体的な実行計画（アクションプラン） 

大紀町観光協会は、「自然、食・文化が循環する持続可能な観光地へ」を将来ビジョンに掲

げ、多様な地域資源を活かした体験型観光および滞在型周遊を促進してきた。大紀町は、伊勢

神宮内宮の別宮「瀧原宮」を擁し、世界遺産熊野古道伊勢路へのゲートウェイとしての役割も

果たしてきた。さらに、GI 認定「特産松阪牛」や熊野灘の「伊勢ブリ」を筆頭に日本トップク

ラスの食資源、そして三重県一の開業軒数を誇る「農林漁業体験民宿」など、本物（オーセン

ティック）の日本の豊かな暮らしを体験できる基盤が強固に存在します。 

一方で、紀勢自動車道の延伸による「通過点化」、進行する少子高齢化、宿泊容量の物理的

制約、地域飲食店の不足などの課題に対し、ただ集客するだけの薄利多売の観光ではなく、旅

行消費単価の向上（高付加価値化）と、地域経済への確実な還流、そして観光資源の保全を同

時に達成する「持続可能な観光地経営（JSTS-D に即した保全と受益の好循環）」が今まさに

求められている。本実行計画は、DMO の司令塔として、COO・CMO・CFO らの強力なマネジ

メント体制のもと、2025 年度から 2027 年度までの戦略期間に、責任ある効果的な PDCA を

回すための具体的アクションを各年度 2 つ定義したものです。 

 

【重要】地域との連携・合意形成体制について 

大紀町観光協会は、観光、体験、特産品、宿泊、飲食の 5 つの専門部会を設置してお

り、意思決定機関である「理事会」および検証機関である「大紀町地域活性化協議会」と

緊密に連携しており、本アクションプランの各事業は、DMO 事務局が独断で進めるのでは

なく、町内の一次産業従事者、体験民宿、飲食事業者、交通事業者等と協働で合意形成し

ながら進める「地域一体型」のプロジェクトです。 
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◆ 6 つの主要な実行計画（アクションプラン） 

＜２０２５年度＞ 

■ アクション 1：欧米豪向け高付加価値商品の造成・販売展開 

〜 Kumano Kodo Iseji Gastronomy Journey 〜 

具体的な取組内容 ⚫ 「祈りとよみがえりの旅」をテーマに、世界遺産熊野古道伊勢

路（ツヅラト峠・荷坂峠等）のガイドハイキングと、地域体験

民宿でのプレミアムなガストロノミー体験（松阪牛・伊勢ブ

リ・天然鮎・山菜等の美食メニューや、多様な食の多様性対応

プラン）を組み合わせた 2 泊 3 日の高単価オールインクルー

シブパッケージ 

価格・受益の還元 1 人あたり 150,000 円 〜 200,000 円 

（送客・英語ガイド・全食・体験プログラム・保全寄付金込） 

販路・プロモーション 欧米豪 FIT 専門エージェント、byfood、JTB BOKUN、HIS 

VISIT JAPAN、Liberta、Yama Trips 等の海外 OTA 流通 

事業主体 

DMO 担当責任者 

一般社団法人 大紀町観光協会 観光振興部 

CMO・実務担当 

施策 KPI と目標値 ➢ インバウンド 1 人あたり消費額：18,000 円から 19,000 円へ

向上 
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■ アクション 2：台湾・東南アジア市場向け生活密着型国際教育旅行 

〜 ホームステイ民泊の誘致・受入網拡充 〜 

具体的な取組内容 ⚫ 三重県内一の登録数を誇る「農林漁業体験民宿（20 軒）」の強

みを最大化し、日本の田舎暮らし・伝統生業を実際に体験して

家族のように交流する「生活密着型の国際教育プログラム」を

提供 

⚫ 台湾やタイの主要教育旅行エージェント等と連携し、受入一括

窓口を大紀町観光協会に一本化して営業力を強化 

価格・受益の還元 1 泊 2 食体験付き 1 人 8,800 円 〜 11,000 円 

（学生・団体向けの優位性・競合性を考慮した設定） 

販路・プロモーション JNTO 主催の教育旅行現地商談会（台湾等）への継続参加、三重

県海外誘客課および旅行会社日本支店への地道な直接営業 

事業主体 

DMO 担当責任者 

一般社団法人 大紀町観光協会 観光振興部 

COO・事務局長 

施策 KPI と目標値 ➢ インバウンド教育旅行年間受入人数：2025 年度 120 人 → 

2027 年度 300 人 

➢ 受入体験民宿の顧客満足度：90%以上維持 
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＜２０２６年度＞ 

■ アクション 1：都市部女性層ターゲット「皇大神宮と別宮 5 社巡り」 

〜 語り部・ジャンボタクシーツアーの定期催行化 〜 

具体的な取組内容 ⚫ 伊勢神宮内宮の別宮「瀧原宮」や頭を守る「頭之宮四方神社」

を巡る、精神文化や静寂を好む首都圏・中京圏・関西圏の 30

〜50 代女性向け日帰り・1 泊 2 日ツアー 

⚫ 伊勢市外に鎮座する瀧原宮・瀧原竝宮・伊雑宮の 3 社を含む、

公式ガイド「語り部」が同乗・解説するプレミアムなジャンボ

タクシーツアーを定常運行 

価格・受益の還元 日帰りプラン：1 人 28,500 円 

（語り部、地元食材ランチ、ジャンボタクシー運賃、木札、保

険、保全寄付金込） 

販路・プロモーション 大紀町観光協会ホームページ、Instagram 等 SNS プロモーショ

ン、式年遷宮瀧原宮御木曳（おきひき）参加者への先行案内 

事業主体 

DMO 担当責任者 

一般社団法人 大紀町観光協会 観光振興部 

COO・実務担当 

施策 KPI と目標値 ➢ 都市部女性のツアー年間参加者数：2025 年度 100 人 → 

2027 年度 200 人 

➢ リピーター率：15%以上 
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■ アクション 2：食の多様性（ヴィーガン等）対応推進および一次産品（特産

松阪牛・大内山牛乳）の民宿調達率向上 

具体的な取組内容 ⚫ 国内外の多様な食習慣（ヴィーガン、ベジタリアン、ハラール

等）に配慮した調理講習会を宿泊部会・飲食部会向けに年 2 回

以上開催 

⚫ 大紀町が世界に誇る「GI 特産松阪牛」や「大内山牛乳」「大内

山バター」「伊勢ブリ」等の高品質な一次産品の民宿内調達を

推奨し、観光による経済便益を地元農林漁業者へ直接波及させ

る経済循環システムを推進 

価格・受益の還元 DMO による受入体制構築支援（講師謝金・食材費等）は「市町村

補助金・交付金」を原資に充当 

販路・プロモーション 受入民宿への「多様な食対応ステッカー」の配布、国内外プロモ

ーション動画および公式サイトでの『食の多様性対応民宿』一元発

信 

事業主体 

DMO 担当責任者 

一般社団法人 大紀町観光協会 特産品開発・販売促進部 

CMO・実務担当 

施策 KPI と目標値 ➢ 食の多様性に対応した登録民宿数：現在の 5 軒から 2027 年度

に 10 軒へ拡大 

➢ 民宿での地元農産物・一次産品の域内調達比率：75%以上 
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＜２０２7 年度＞ 

■ アクション 1：JSTS-D に即した体験料金「1 人 100 円寄付金」資金循環ス

キームの構築と環境保全の推進 

具体的な取組内容 ⚫ 大紀町の「山（ケイビング・登山）」「海（SUP・錦漁港海釣

り）」「川（パックラフト・川釣り）」の体験コンテンツ参加料金

から、1 名あたり 100 円を「環境・文化協力金」として自動的に

プール。大内山川の清流維持や熊野古道の保全を行う「熊野古道伊

勢路を守る会」や「大内山川漁業協同組合」等の地元保全団体へ定

期的に寄付・還元する資金循環モデルの本格的な稼働 

価格・受益の還元 体験料金に 100 円をアドオン 

（料金内訳から 100 円を DMO 経由で自動天引きする仕組み等） 

販路・プロモーション 協力金ステッカーおよび特製木札の配布。旅行者に対し、「自分の

100 円がこの美しい大内山川の清流や熊野古道の山々を次の 100 年へ

残すために活用される」ことをビジュアルと英文で分かりやすく説明 

事業主体 

DMO 担当責任者 

一般社団法人 大紀町観光協会 観光振興部 

CFO・実務担当 

施策 KPI と目標値 ➢ 環境・文化保全協力金の年間累積総額：2027 年度に 100,000 円/

年 

➢ 観光活動に対する「持続可能な観光に対する住民満足度」：70%

から 85%へ向上 
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■ アクション 2：「大紀町案内人の会」の機能一本化と体験ガイドの安全管

理・観光防災セミナーの年次開催 

具体的な取組内容 ⚫ 熊野古道の語り部、山岳・河川ガイド、一次産業体験インストラ

クターの事務窓口・予約受付機能を大紀町観光協会に一元集約 

⚫ ガイドの人材育成、質の担保、新規参入者（U・I ターン移住者や

若手）の確保を目的とした「ガイド養成講座」の定期開催および

安全第一を誓う「安全管理講習会」と南海トラフ大震災を視野に

入れた「観光防災セミナー」を毎年確実に開催 

価格・受益の還元 受講料：基本無料（DMO が関係補助金を活用して運営・実施する） 

販路・プロモーション 観光協会公式 HP 内にガイドの顔写真とストーリーを掲載し、「会え

る語り部・安心できる専門ガイド」としてパーソナライズされた安心

感を訴求 

事業主体 

DMO 担当責任者 

一般社団法人 大紀町観光協会 観光振興部 

COO・実務担当 

施策 KPI と目標値 ➢ 登録認定ガイド・インストラクター数：現在の 20 名から 2027 年

度に 30 名へ拡大 

➢ 安全・防災講習受講率：100%（無事故・無災の継続） 

 

 

 

 


